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第5章では, P2P (PeeトtO-Peer)方式サーバ管理システムの開発について述べている. P2P方式の特徴を取
り入れ,管理対象サーバの台数に依存しないサーバ管理システムを提案している.本提案システムを構築する
ため, p2P方式において考慮する必要がある管理プログラムの分散に対する防御方式,復旧処理における誤動
作を防ぐための管理の優先順位や複数サーバの同時故障に対処するための動的管理拡張方式を提案し,実装す
ることでその問題を解決している.また,仮想サーバを使用して故障したサーバ機能を復旧することから,仮
想サーバの起動対象となる実サーバの負荷を監視し,負荷の低い実サーバで仮想サーバを起動する方式を提案
する.本方式を採用した実験システムを構築し,サービス提供プログラムおよびネットワークのトラブルを再
現する実験により,提案する方式のトラブル検知と復旧性能を検証する.
第6章では,第2章から第5章で示した管理方式を,数十台から数百台で構成されるサーバシステムに適用
する場合の留意点について分析する.各章のシステムにおける稼働率の検討を行い,復旧時間の観点から総合
的に評価する.
第7章では,本論文のまとめとして,各章で得られた結論と成果についてまとめる.また,今後に残された
課題について言及する.
これらの成果は,査読付き英文論文3編,同投稿中l編(改訂版投稿済み),査読付き国際会議proceedings
l編として発表された.
以上の内容を要約すると,本論文では,高可用性サーバシステムにおける低コストと省電力化を実現するた
めに様々な問題点を解決し,新たな管理方法を導入した構成方式を示している.本論文で提案および実装する
すべてのシステムは第2章で示すシステムが基本となっており,第3章では第2章を発展させ,省電力システ
ムとの混合処理を実現している.また,第3章で示す省電力システムと第2章で示すサーバ管理システムを発
展させ,それらの複合動作させるシステムを第4章で提案し,実現している.第5章では,特定の管理サーバ
を必要としないサーバ管理システムを示している.各章において,動作検証を行うために,実験システムを構
築し,様々なトラブルを再現する実験を行い,その性能調査および分析を行い,有効性や実用性を示している.
よって,本論文は博士(工学)の学位論文として十分な価値があるものと認められる.
